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書
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℃
O
出
N
O
号
同
9
3
ω
崔
言
封
じ
⇔
〇
二
ぎ
●
勺
O
＝
岳
ω
O
げ
①

〉
昌
Φ
q
o
♂
Φ
q
①
口
げ
。
淳
。
昌
h
◎
◎
8
－
戸
O
麟
●
ω
9
0
び
荘
中

H
口
餌
菖
ω
O
げ
Φ
◎
D
　
一
昌
く
O
昌
け
9
目
●
じ
d
①
餌
円
び
O
騨
卑
　
く
O
づ

閑
＝
α
o
開
囚
昌
餌
9
0
犀
⊆
昌
ユ
即
津
O
ω
ε
日
b
o
ひ

ピ
㊤
昌
α
o
ω
霞
。
霞
く
切
一
団
P
ゆ
①
二
ぎ
N
8
8
ピ
ロ
”

8
Q
◎
●
○
ω
●

は
じ
め
に

熊
　
野
　
直
　
樹

　
　
　
本
書
勺
。
一
一
N
①
首
鼠
玖
α
貯
ヨ
】
W
o
島
昌
．
勺
。
一
三
ω
9
Φ
〉
旨
α
q
Φ
一
①
ひ
q
①
昌
・

　
　
げ
①
津
Φ
づ
H
◎
o
O
㊤
一
H
㊤
ら
伊
ω
鋤
O
プ
け
ケ
Φ
日
9
江
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O
プ
①
ω
H
コ
＜
Φ
5
け
9
『
●
ゆ
Φ
9
『
σ
Φ
詳
①
叶

　
　
く
。
昌
幻
二
山
。
罵
丙
口
置
霧
犀
虚
づ
伍
田
鼠
ω
ε
日
づ
Φ
が
い
薗
昌
α
o
。
。
鋤
『
o
匡
く

　
　
b
d
Φ
『
閏
差
し
d
Φ
「
＝
旨
b
。
O
O
刈
（
ル
ー
ド
ル
フ
・
ク
ナ
ー
ク
／
リ
タ
・
シ
ュ

　
　
ト
ゥ
ム
パ
ー
編
纂
『
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
一
政
治
的
事
件
一
八
〇
九

評
　
～
一
九
四
五
年
〈
事
項
テ
ー
マ
別
目
録
〉
一
』
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書

書
　
館
、
ベ
ル
リ
ン
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
（
し
U
Φ
ω
鼠
巳
〉
牢
・
じ
d
吋
・
菊
8
・

O
ω
O
勺
。
一
一
N
Φ
昼
「
9
、
ω
一
9
二
目
し
d
Φ
島
昌
）
の
事
項
テ
ー
マ
別
の
史
料
目
録

　
　
　
ユ
　

で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
政
治
史
、
特
に
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史

並
び
に
国
際
労
働
運
動
史
研
究
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
高
い
史
料
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

価
値
を
有
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
は
、
プ
ロ
イ
セ

ン
の
国
家
機
関
と
し
て
政
治
的
権
力
を
具
現
化
し
て
お
り
、
民
主
主

義
諸
諸
潮
流
や
労
働
運
動
と
の
闘
争
に
お
い
て
積
極
的
に
国
家
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
い
て
は
、
共
産
主
義

や
急
進
右
翼
と
の
闘
争
に
お
い
て
共
和
国
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
し

か
も
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
の
活
動
範
囲
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ド
イ
ツ

に
お
け
る
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
の
成

立
に
際
し
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
大
幅
に
拡
大

し
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
は
、
ド
イ
ツ
の
他
の
ラ
ン
ト
に
お
け
る
諸
事

件
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
は
、

ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
社
会
主
義
や
社
会
民
主
主
義
者
の
動
向
だ
け

で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
こ
れ

ら
の
動
向
に
も
着
目
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
膨
大
な
文
書
を
残
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
一
九
世
紀
や
二
〇
世
紀

初
頭
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
や
ド
イ
ツ
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
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お
け
る
政
治
運
動
の
歴
史
の
研
究
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
史

料
を
有
し
て
い
る
。
し
か
も
、
本
文
書
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
消
失
し

た
政
党
や
政
党
指
導
者
に
関
す
る
史
料
も
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
そ

の
意
味
で
も
と
て
も
貴
重
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
本
書
を
取
り

上
げ
る
所
以
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
時
期
的
に
は
一
八
〇
九
年
か
ら
一
九

四
五
年
ま
で
の
史
料
を
含
ん
で
い
る
が
、
と
り
わ
け
一
八
七
一
年
か

ら
一
九
一
八
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
帝
国
期
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、
労
働
運
動
や
社
会
民
主
主
義
者
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
は
、

地
域
的
意
義
だ
け
で
な
く
、
国
家
的
な
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
国
際
的
な

意
義
を
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
お
け
る
政
治
的
事
件
に
関
す

る
記
録
史
料
は
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
研
究
に
と
っ
て
き

わ
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
を
始
め
、

ド
イ
ツ
の
各
ラ
ン
ト
の
中
央
機
関
の
記
録
史
料
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

史
料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

そ
の
無
政
府
主
義
関
係
の
史
料
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
無
政
府
主
義
の

歴
史
は
こ
こ
数
十
年
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
重
点
は
置
か

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が

強
ま
る
な
か
で
、
無
政
府
主
義
者
に
よ
る
テ
ロ
も
ま
た
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て

は
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
史
料
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
有
効
活

用
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
歴
史
研
究
、
と
り
わ
け
政
治
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な

史
料
を
含
む
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
史
料
目
録
で
あ
る
本
書
に
つ

い
て
、
以
下
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
来
歴
を
紹
介
し
た
う

え
で
、
本
書
の
内
容
や
構
成
を
紹
介
し
、
最
後
に
本
書
の
特
徴
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
七
言
視
庁

文
書
の
概
観
と
と
も
に
本
史
料
目
録
の
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
が
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
来
歴

　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
の
歴
史
的
起
源
は
、
一
八
〇
九
年
忌
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
一
八
〇
九
年
三
月
二
五
日
前
内
閣
令
に
基
づ
い
て
、
プ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
（
聞
同
一
Φ
α
『
一
〇
ゴ
ノ
ζ
一
一
げ
Φ
一
ヨ
H
一
H
・
）

が
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
グ
ル
ー
ナ
ー
（
言
ω
什
二
ω
O
≡
昌
Φ
『
）
を
ベ
ル
リ
ン
敬
言

視
総
監
に
任
命
し
た
。
こ
の
内
閣
令
こ
そ
が
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
の

「
出
生
証
明
書
」
と
さ
れ
る
（
勺
。
蔚
Φ
甘
贔
獣
主
調
§
じ
u
興
一
旦
ψ

×
×
口
）
。
そ
れ
以
降
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
的

状
況
に
応
じ
て
幾
度
も
の
改
組
改
編
を
経
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
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は
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
一
八

〇
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
そ
も
そ
も
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
レ
ム
の

秘
密
国
家
文
書
館
（
Ω
Φ
ゴ
Φ
一
望
Φ
ω
　
ω
＄
鉾
ω
費
。
ぼ
く
　
ぎ
　
b
d
Φ
島
亭

U
9
。
置
①
日
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
災
を

逃
れ
る
た
め
に
、
そ
の
大
部
分
が
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ッ
ク
地
方
の
岩
塩
鉱

山
に
一
時
的
に
保
管
さ
れ
た
。
戦
後
、
そ
こ
か
ら
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の

ド
イ
ツ
中
央
文
書
館
（
U
①
旨
ω
o
げ
①
ω
N
o
暮
円
巴
霞
。
げ
客
　
貯
　
竃
臼
・

ω
Φ
び
霞
ひ
q
）
に
一
時
保
管
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
に
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
州
立
中
央
文
書
館
（
し
d
轟
民
Φ
⇒
び
霞
ひ
q
尻
9
Φ
ω
　
い
鋤
＆
o
ω
冨
唇
＄
雫

。
ぼ
く
）
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
一

部
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
レ
ム
の
秘
密
国
家
文
書
館
に
、
そ
し
て
そ

の
大
部
分
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
立
中
央
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
と
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド

イ
ツ
）
に
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
レ
ム
の
秘
密
国
家
文
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書

館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
び
①
旨
α
蝉
”
ω
●
）
（
）
（
）
（
H
H
噛
●
）
。

　
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
に
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
る
と
、
そ
れ

ま
で
東
西
に
分
割
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の

統
合
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
二
〇
〇
一
年
置
、
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
州
立
中
央
文
書
館
と
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
と
の
間
で
、
ベ

ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
で
一
つ
に
統
合
さ
れ

る
こ
と
で
合
意
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
メ
ー
ト
ル
換

算
で
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
約
七
六
〇
〇
〇
点
も
の
史
料
か
ら
な

る
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
が
、
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
一
部
は
、

い
ま
だ
に
モ
ス
ク
ワ
の
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る

（
南
び
Φ
昌
α
四
”
o
D
・
）
（
）
（
）
（
H
H
一
）
。

　
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
分
割
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
リ

ン
警
視
庁
文
書
は
、
一
つ
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
際
、
直
ち
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
新
た
な
史
料
目
録
の

編
纂
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
二
つ
の
文
書
館
で
別
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
た
め
、
史
料
の
分
類
整
理
の
方
法
も
ま
た
別
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
書
館
の
方
針
に
従
っ
て
史
料
が
分
類
整
理
さ
れ
て
い
た
。
統

合
す
る
に
あ
た
っ
て
、
膨
大
な
量
に
及
ぶ
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
を
、

い
か
な
る
方
針
の
も
と
分
類
整
理
し
直
す
か
が
焦
眉
の
急
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
が
、
本
書
で
あ

る
。　

戦
後
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
大
部
分
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

州
立
中
央
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
東
ド
イ
ツ
に
お
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い
て
は
、
可
及
的
速
や
か
な
本
文
書
の
利
用
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
史
料
の
分
類
整
理
が
不
充
分
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
か
な

り
不
便
で
あ
っ
た
と
い
う
。
史
料
の
分
類
整
理
が
不
充
分
で
あ
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
短
期
間
に
分
類
整
理
し
た
と
い
う
時
間
的
な
理
由

の
ほ
か
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
史
料
的
性
格
が
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
本
文
書
は
、
一
八
〇
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
一
三

六
年
間
も
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
が

そ
の
時
代
に
よ
っ
て
収
集
し
た
史
料
の
内
容
が
異
な
り
、
さ
ら
に
は

内
部
の
部
局
や
組
織
が
再
編
成
さ
れ
る
た
び
に
、
史
料
の
分
類
そ
の

も
の
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
＜
ひ
q
言
び
Φ
民
P
ψ

×
×
図
H
＜
）
。

　
そ
も
そ
も
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
で
は
、
組
織
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
記
録

保
管
庫
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
組
織
改
編
が
な
さ
れ
る
た
び

に
、
そ
れ
に
応
じ
て
記
録
保
管
庫
や
そ
こ
で
保
管
さ
れ
る
記
録
の
内

容
も
変
わ
り
、
き
わ
め
て
不
統
一
な
分
類
が
な
さ
れ
て
き
た
。
記
録

保
管
廷
内
に
お
け
る
整
理
方
法
も
ま
た
、
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
、

さ
ら
な
る
記
録
史
料
の
不
統
一
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

も
分
類
の
た
め
の
事
項
や
概
念
も
ま
た
そ
の
時
代
ご
と
に
変
わ
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
混
沌
と
し
た
記
録
史
料
を
統
一
的
に
整
理
す
る
こ

と
は
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
（
国
ぴ
。
ロ
α
P
ω
・
図
×
×
一
く
）
。

　
そ
の
た
め
従
来
、
本
文
書
の
利
用
者
は
、
史
料
目
録
の
タ
イ
ト
ル

を
見
て
も
、
そ
こ
に
い
か
な
る
内
容
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
分
類
方
法
は
、
必
ず
し

も
こ
れ
ま
で
の
文
書
館
学
の
原
則
に
対
応
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
た
（
国
び
①
昌
山
溝
矯
ω
●
×
）
（
×
＜
団
●
）
。

　
こ
う
し
た
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
複
雑
な
分
類
状
況
に
お
い
て
、

編
纂
者
の
一
人
で
あ
る
ク
ナ
ー
ク
氏
が
中
心
と
な
っ
て
或
る
一
つ
の

観
点
か
ら
一
元
的
に
分
類
整
理
し
直
し
た
の
が
、
本
史
料
目
録
な
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
徹
頭
徹
尾
、
利
用
者
の
観
点
か
ら
ベ
ル
リ
ン

警
視
庁
文
書
が
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス

ト
の
最
も
重
要
な
課
題
と
は
、
引
き
継
い
だ
文
書
を
、
一
般
的
に
は

多
種
多
様
な
目
的
や
知
的
関
心
の
た
め
に
、
個
別
的
に
は
歴
史
研
究

の
た
め
に
、
最
も
有
利
な
条
件
の
も
と
で
、
調
査
し
、
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
文
書
が
生
じ
た
状
況
に
基
づ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
内
容
の

独
自
性
に
応
じ
て
開
拓
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
（
国
ぴ
Φ
巳
P

ω
8
×
＜
）
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の
も
と
、
ク
ナ
ー
ク
氏
は
ベ
ル
リ
ン
警

視
庁
文
書
の
持
つ
政
治
的
性
格
に
着
目
し
、
「
政
治
的
事
件
」
と
い

う
観
点
か
ら
、
事
項
テ
ー
マ
別
に
文
書
を
分
類
整
理
し
た
の
が
、
本

史
料
目
録
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
史
料
目
録
の
内
容
と
構

成
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

（76－1・2－128）　128



書評

　
　
二
　
本
書
の
内
容
と
構
成

　
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
史
料
目
録
で
あ
る
本
書
の
主
な
内
容
と

構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

目
次
（
ω
．
＜
・
×
H
H
）

ま
え
が
き
（
ω
．
区
H
H
同
－
益
田
×
）

序
（
ω
．
×
×
嗣
■
×
『
一
×
）

略
号
（
ω
．
口
■
い
H
H
）

文
書

　
政
治
的
事
件
（
o
D
●
∵
㊤
に
）

　
1
　
一
般
的
政
治
状
況
（
ω
●
○
。
山
H
）

　
2
　
反
対
派
の
動
向
。
一
般
、
誹
誘
文
書
、
脅
迫
（
ω
・
目
ω
－
嵩
）

　
3
　
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
、
学
生
運
動
（
ω
●
一
Φ
I
b
◎
ω
）

　
4
　
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
前
、
革
命
中
、
革
命
後
の
民
衆
の

　
　
雰
囲
気
（
ω
・
謡
）

　
59876
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
（
ω
・
b
o
隷
●
）

警
察
会
議
と
週
報
告
（
o
り
●
8
虞
b
。
）

民
主
運
動
（
ω
眞
ω
－
逡
）

一
八
四
八
年
後
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
社
会
主
義

共
産
主
義
者
同
盟
（
ω
．
Φ
刈
I
H
O
O
）

（
ω
●
㊤
㎝
）

10
@
初
期
労
働
者
団
体
と
手
工
業
者
団
体
（
ω
●
H
O
一
山
O
。
・
）

11
@
国
際
労
働
運
動
と
会
議
（
ω
。
H
O
㊤
一
H
ω
b
O
）

12
@
社
会
民
主
主
義
運
動
と
無
政
府
運
動
（
o
り
●
一
ω
Q
Q
i
α
Q
o
刈
）

13
@
共
産
主
義
運
動
（
o
Q
・
㎝
o
o
㊤
1
①
N
㎝
）

14

@
ス
ト
ラ
イ
キ
、
デ
モ
（
ω
6
ミ
よ
ω
ω
）

15
@
社
会
政
策
、
労
働
者
の
状
況
（
ω
．
①
ω
㎝
よ
自
）

16
@
種
々
の
労
働
者
団
体
（
ω
●
罐
ω
よ
癖
①
）

17
@
労
働
組
合
運
動
、
支
援
団
体
（
ω
・
①
ミ
よ
①
O
）

18
@
同
業
組
合
、
手
工
業
組
合
（
ω
．
①
①
刈
一
①
刈
α
）

19
@
宗
教
団
体
、
自
由
思
想
家
運
動
（
ω
・
O
刈
刈
－
刈
O
刈
）

20
@
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
団
支
部
（
い
。
ひ
q
魯
）

　
（
ω
●
刈
O
り
1
刈
一
一
）

21
@
民
族
運
動
（
ω
●
刈
H
ω
1
刈
ω
刈
）

22
@
自
由
主
義
運
動
（
ω
．
刈
ω
㊤
1
日
①
O
）

23
@
中
央
党
（
ω
．
刈
①
一
一
刈
①
ω
）

24
@
キ
リ
ス
ト
教
i
社
会
運
動
（
O
寓
一
ω
島
。
ゴ
ー
ω
o
風
9
。
一
〇

　
し
d
Φ
≦
Φ
ひ
q
彗
o
q
）
（
ω
・
刈
①
笛
－
刈
①
刈
）

25
@
民
族
社
会
運
動
（
ω
ら
♂
O
胤
．
）

26
@
雇
用
者
団
体
（
o
り
・
謡
一
－
ミ
ω
）

27
@
保
守
的
運
動
（
ω
。
刈
込
㎝
1
刈
O
Q
①
）

28
@
ユ
ダ
ヤ
的
事
項
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
運
動
（
ω
．
刈
0
0
刈
1
0
0
0
ω
）
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2
9
　
平
和
主
義
（
ω
・
o
。
8
h
●
）

　
3
0
　
ス
パ
イ
、
叛
逆
、
分
離
主
義
的
運
動
（
ω
膠
O
Q
O
刈
；
o
o
一
〇
）

　
3
1
　
極
右
運
動
、
N
S
D
A
P
（
o
o
●
Q
O
H
H
I
O
o
H
ω
）

　
3
2
　
選
挙
、
人
民
投
票
（
ω
・
o
。
嵩
1
。
。
曽
）

　
3
3
　
立
法
、
プ
ロ
イ
セ
ン
両
議
院
と
帝
国
議
会
（
ψ
o
。
b
。
ω
琉
．
）

　
3
4
　
検
閲
事
項
と
出
版
事
項
（
ω
●
○
○
卜
。
α
I
Q
o
㊤
b
O
）

　
3
5
　
暗
殺
と
暗
殺
計
画
、
武
器
と
爆
破
物
の
不
法
使
用
（
ω
．
G
。
㊤
㌣

　
　
8
ω
）

　
3
6
外
務
と
植
民
地
問
題
（
Q
り
・
Φ
O
㎝
一
㊤
目
悼
）

　
3
7
　
第
一
次
世
界
大
戦
（
ω
●
り
一
ω
h
。
）

職
務
事
項
、
組
織
事
項
と
個
人
事
項
（
ω
。
O
H
α
一
㊤
卜
Q
一
）

　
1
　
制
度
と
組
織
（
ω
b
一
刈
）

　
4
　
官
房
事
項
、
記
録
保
管
庫
事
項
と
事
務
所
事
項
（
ω
b
嵩
）

　
1
2
　
内
外
に
お
け
る
警
察
（
ω
●
㊤
嵩
）

　
1
3
　
個
人
事
項
（
ω
「
Φ
嵩
ら
母
）

国
籍
所
有
者
に
関
す
る
事
項
と
身
分
関
係
、
位
階
事
項
（
ω
●
爲
㌣

㊤
b
。
刈
）

　
1
　
国
籍
所
有
者
に
関
す
る
事
項
（
ψ
り
謡
）

　
2
　
身
分
関
係
（
○
り
b
ま
）

　
3
　
位
階
事
項
と
貴
族
事
項
、
称
号
と
勲
位
（
ω
．
㊤
ま
h
．
）

劇
場
（
ω
b
b
。
㊤
－
逡
O
）

H
　
検
閲
、
営
業
並
び
に
建
築
監
督
局
に
よ
る
公
演
と
公
的
行
事
の

　
監
視
（
ω
・
⑩
ω
甲
㊤
ω
Φ
）

m
　
営
業
監
督
局
に
よ
る
俳
優
と
劇
場
経
営
者
の
監
視
（
ω
・
逡
O
）

団
体
（
ω
・
り
膳
H
一
㊤
㎝
α
）

12　11　10　9 8 7 6 5 4 3 2 1

一
般
（
ω
．
逡
ω
）

種
々
の
世
界
観
団
体
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
団
体
（
o
o
9
逡
ω
h
）

経
済
団
体
と
社
会
政
策
団
体
（
ω
・
逡
α
）

反
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
団
体
（
ω
●
逡
①
）

国
防
団
体
（
ω
．
㊤
＆
）

植
民
地
団
体
（
ω
．
Φ
＆
州
・
）

東
部
団
体
、
郷
土
同
盟
と
移
住
者
団
体
（
ω
．
逡
？
㊤
お
）

西
部
団
体
（
ω
・
㊤
お
）

国
外
団
体
（
ω
。
㊤
心
Φ
1
㊤
㎝
N
）

合
唱
団
体
（
ω
b
α
ω
）

フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
団
支
部
（
ω
●
㊤
窃
ω
）

ユ
ダ
ヤ
団
体
（
ω
・
ゆ
α
ω
1
㊤
α
α
）

（76－1e2－130）　130



13
@
人
権
の
た
め
の
ド
イ
ツ
連
合
（
Q
D
●
㊤
呂
）

索
引
（
ω
．
H
O
H
㊤
1
戸
O
Q
o
ω
）

書評
刑
事
事
項
と
司
法
事
項
（
ω
・
㊤
㎝
刈
1
㊤
①
Φ
）

　
1
　
刑
事
警
察
本
部
（
ω
●
㊤
紹
－
り
①
H
）

　
2
　
殺
人
捜
査
班
（
ω
．
Φ
①
一
1
㊤
①
①
）

　
3
風
紀
警
察
（
o
り
。
8
①
h
・
）

　
4
　
警
視
副
総
監
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ス

　
　
輔
①
蕊
）
の
手
稿
文
書
（
ω
●
㊤
①
刈
一
㊤
①
㊤
）

（
U
d
興
昌
鋤
a

保
安
警
察
（
o
Q
●
㊤
刈
一
一
O
Φ
①
）

　
1
　
一
九
一
九
年
ま
で
の
保
安
警
察
隊
（
ω
・
⑩
刈
ω
1
り
o
o
ド
）

　
2
　
一
九
二
〇
年
以
降
の
保
安
警
察
（
ω
．
O
O
◎
一
1
㊤
O
O
）

》
勺
5
じ
d
目
・
菊
8
’
0
8
幻
。
α
q
旧
藩
⊆
昌
ひ
q
b
d
Φ
島
昌

　
－
　
民
衆
の
雰
囲
気
（
ω
・
り
＄
）

　
2
　
検
閲
規
則
（
ω
・
⑩
O
㊤
）

（
ω
・
O
O
八
一
㊤
㊤
㊤
）

付
録
（
Q
D
・
H
O
O
H
l
H
O
O
刈
）

　
閑
①
b
。
N
》
閑
①
胤
①
歪
昌
ひ
q
勺
9
巴
四
日
山
雪
9
Z
5

史
料
と
文
献
（
ω
』
0
8
山
8
Q
。
）

（
ω
．
目
0
8
1
一
8
刈
）

　
以
上
が
、
本
書
の
内
容
と
構
成
の
概
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

下
で
は
本
書
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
　
本
書
の
特
徴

以

　
本
書
の
特
徴
は
、
従
来
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
州
立
中
央
文
書
館
に
お
い
て
別
々
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
に
よ
っ
て
分
類
整
理
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
を
一

つ
の
観
点
か
ら
一
元
的
に
分
類
整
理
し
直
し
た
点
で
あ
る
。
そ
の
際
、

導
入
さ
れ
た
観
点
が
「
政
治
的
事
件
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

も
ま
た
史
料
目
録
と
し
て
の
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

「
政
治
」
と
い
う
概
念
自
体
が
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
が
、
編
纂
者

の
一
人
で
あ
る
ク
ナ
ー
ク
氏
は
、
こ
の
概
念
を
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な

事
典
で
あ
る
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
じ
U
「
o
o
評
げ
雲
ω
）
』
に
お
け
る

「
政
治
」
の
項
か
ら
援
用
し
、
そ
こ
で
の
定
義
に
基
づ
い
て
「
政
治

的
事
件
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
史
料
目
録
を
政
治
的
潮
流
ご
と
に
分

類
整
理
し
て
い
る
。
本
書
で
援
用
さ
れ
て
い
る
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
』
で
の
「
政
治
」
の
概
念
は
、
具
体
的
に
は
、
「
政
治
」
と
は

「
特
に
国
家
の
領
域
に
お
い
て
特
定
の
目
標
の
実
現
を
目
指
し
、
公
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的
生
活
の
形
成
を
志
向
し
た
、
諸
個
人
、
諸
集
団
、
諸
組
織
、
諸
政

党
、
諸
階
級
、
諸
議
会
並
び
に
諸
政
府
の
行
動
」
で
あ
る
、
と
定
義

さ
れ
て
い
る
（
℃
○
蔚
Φ
言
贔
ω
窪
ニ
ヨ
切
。
『
ぎ
り
ψ
×
×
×
H
×
）
。

　
し
か
も
従
来
、
主
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
内
の
部
門
や
組
織
に

沿
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
た
本
文
書
を
、
政
治
的
潮
流
ご
と
に
分
類
整

理
し
直
し
た
点
も
ま
た
、
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
部
門
別
に
所
蔵

さ
れ
て
き
た
文
書
が
、
政
治
的
潮
流
に
沿
っ
て
分
類
さ
れ
直
し
て
あ

り
、
例
え
ば
社
会
民
主
主
義
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ベ
ル
リ
ン
警

視
庁
の
各
部
門
や
各
組
織
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
た
社
会
民
主

主
義
の
関
連
史
料
を
、
本
史
料
目
録
に
よ
っ
て
「
社
会
民
主
主
義
運

動
」
と
い
う
項
目
の
も
と
簡
単
に
把
握
で
き
る
点
が
本
書
の
魅
力
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
政
治
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
潮
流
ご

と
に
関
連
史
料
が
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
本
書
の
出
版
に

よ
っ
て
、
関
心
の
あ
る
史
料
を
よ
り
簡
単
に
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
の
政
治
的
性
格
に
着
目
し
、
政
治

的
潮
流
ご
と
に
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
を
分
類
整
理
し
直
し
た
点
が

本
書
の
長
所
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
が
同
時
に
逆
の
問
題
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
政
治
的
事
件
」
を
中

心
に
編
纂
さ
れ
た
史
料
目
録
は
、
確
か
に
政
治
史
研
究
に
と
っ
て
は

大
変
有
意
義
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ル
リ
ン
敬
言
視
庁
の

持
つ
非
政
治
的
性
格
、
特
に
風
俗
や
犯
罪
を
取
り
扱
う
刑
事
事
件
が

本
書
で
は
逆
に
脇
に
追
い
や
ら
れ
、
当
時
の
民
衆
の
様
子
に
関
心
を

抱
く
社
会
史
研
究
に
と
っ
て
は
、
本
書
は
や
や
使
い
づ
ら
い
面
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
最
近
の
研
究
で
は
、
社
会
的
ミ

リ
ュ
ー
に
対
す
る
関
心
が
政
党
史
研
究
で
も
高
ま
っ
て
お
り
、
「
政

治
的
事
件
」
を
中
心
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
本
史
料
目
録
は
、
論
議
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
、
政
治
的
潮
流
と
い
う
観
点
を
本
書
が
導
入
し
た
際
に
依
拠

し
た
「
政
治
」
の
定
義
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ

う
に
ク
ナ
ー
ク
氏
は
「
政
治
」
の
定
義
づ
け
を
行
う
際
に
、
二
〇
〇

三
年
版
の
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
「
政
治
」
の

定
義
は
、
時
代
的
、
地
域
的
に
規
定
さ
れ
、
確
定
す
る
こ
と
は
き
わ

め
て
困
難
で
あ
る
。
事
実
、
氏
が
依
拠
し
た
同
じ
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
』
の
「
政
治
」
の
定
義
も
ま
た
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
て
お
り
、

二
〇
〇
三
年
版
の
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
』
に
お
け
る
「
政
治
」
の
定

義
と
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
す
る
直
前
の
一
九
八
九
年
版
の
『
プ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

ク
ハ
ウ
ス
』
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
様
々
な

「
政
治
」
の
定
義
づ
け
が
可
能
で
あ
る
な
か
で
、
何
故
に
『
ブ
ロ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
』
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
ま
た
生
じ
る
。
『
ブ
ロ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
』
の
定
義
と
代
表
的
な
ド
イ
ツ
語
辞
典
『
ド
ゥ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

（
U
＆
Φ
昌
）
』
の
定
義
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
ク
ナ
ー
ク
氏
は
脚
注
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で
指
摘
し
て
い
る
（
℃
9
冒
①
号
＆
臨
＆
⊆
日
　
U
ご
霞
一
旦
　
ω
・
×
×
×
一
×
・

　
　
》
⇒
筥
・
ω
α
）
が
、
や
は
り
「
政
治
」
の
定
義
づ
け
の
根
拠
と
し
て
は

　
　
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
が
ベ
ル
リ
ン
敬
言
視
庁
文
書
を
分
類
整

　
　
堕
す
る
際
に
依
拠
し
た
「
政
治
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論

　
　
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
本
定
義
の
採
用
は
本
書
の
史
料
目
録
と

　
　
し
て
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
さ
ら
に
、
本
書
の
特
徴
は
、
徹
頭
徹
尾
利
用
者
の
観
点
か
ら
作
成

　
　
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
に
対
し
て
き
め
細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

　
　
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
史
料
目
録
で
番
号
が
付
さ
れ
た
各
タ
イ

　
　
ト
ル
（
「
二
　
本
書
の
内
容
と
構
成
」
を
参
照
）
は
さ
ら
に
小
項
目

　
　
に
分
か
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
こ
れ
に
史
料
の
請
求
番
号
が
付
さ

　
　
れ
て
い
る
が
、
小
項
目
ご
と
に
そ
の
史
料
内
容
が
詳
細
に
記
述
さ
れ

　
　
て
い
る
。
そ
の
た
め
利
用
者
は
、
そ
の
小
項
目
が
具
体
的
に
い
か
な

　
　
る
史
料
を
含
む
も
の
か
が
簡
単
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
さ
ら
に
、
新
し
い
史
料
の
請
求
番
号
の
右
側
に
は
旧
い
請
求
番
号
が

　
　
併
記
さ
れ
て
お
り
、
統
合
前
の
先
行
研
究
が
依
拠
し
た
ベ
ル
リ
ン
警

　
　
視
庁
文
書
の
史
料
を
検
証
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
、
本
書
は
、
詳
細
な
人
名
索
引
と
地
名
索
引
が
付
さ
れ
て
お

　
　
り
、
関
連
史
料
の
検
索
が
さ
ら
に
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

評
　
る
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
に
関
す
る
史
料
や
研
究
の
文
献
目
録
も

書
　
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
便
利
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
は
、
メ
ー
ト
ル
換

算
で
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
約
七
六
〇
〇
〇
点
も
の
史
料
か
ら
な

る
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
す
べ
て
閲
覧
し
、
そ
の

歴
史
的
性
格
や
特
徴
を
的
確
に
理
解
し
、
一
つ
の
統
一
的
な
観
点
か

ら
分
類
整
理
す
る
こ
と
自
体
、
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
こ

う
し
た
困
難
な
課
題
が
ク
ナ
ー
ク
氏
主
導
の
も
と
見
事
に
克
服
さ
れ

て
、
編
纂
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
本
書
の
最
大

の
意
義
で
あ
ろ
う
。
ク
ナ
ー
ク
氏
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
立
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

央
文
書
館
の
中
心
的
な
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、
ベ
ル
リ

ン
警
視
庁
文
書
の
研
究
に
そ
の
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
。
定
年
後
も
引

き
続
き
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
研
究
や
分
類
整
理
に
従
事
さ
れ
た
。

本
書
は
ま
さ
に
ク
ナ
ー
ク
氏
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
り
、
氏

自
身
の
実
績
並
び
に
献
身
的
な
仕
事
な
し
に
本
書
の
完
成
は
難
し

か
っ
た
に
相
違
な
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
が
、
本
書
の
紹
介
と
特
徴
で
あ
る
。
本
書
は
、
単
な
る
史
料

目
録
で
は
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
敬
坐
視
庁
の
歴
史
や
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文

書
の
来
歴
に
つ
い
て
も
詳
し
く
「
序
」
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ

ツ
の
警
察
史
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。
ま
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た
、
ド
イ
ツ
近
現
代
政
治
史
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
、

本
書
か
ら
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
関
連
史

料
に
つ
い
て
の
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
文

書
館
学
の
研
究
者
や
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、
本
書
か
ら
文

書
の
分
類
整
理
の
仕
方
や
そ
の
方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
に

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
、
日
本
に

お
け
る
政
治
史
研
究
者
や
文
書
館
学
の
研
究
者
並
び
に
ア
ー
キ
ヴ
ィ

ス
ト
ら
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

（
1
）
　
本
書
の
書
評
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
全
般
に
わ
た
っ
て
以
下
の

書
評
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
原
稿
段
階
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

書
評
を
本
稿
で
参
照
す
る
こ
と
に
対
し
て
快
く
許
諾
し
て
い
た
だ
い

　
た
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ッ
ケ
（
一
）
一
Φ
け
Φ
『
「
「
凶
O
閃
Φ
）
氏
に
対
し
て
、
こ

　
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
団
ユ
。
犀
ρ
U
一
①
8
昌
幻
Φ
N
Φ
亭

　
ω
δ
巨
　
℃
o
嵩
N
Φ
言
鼠
ω
置
貯
ヨ
b
u
Φ
島
嵩
・
勺
9
三
ω
o
げ
①
〉
コ
α
q
Φ
一
①
σ
q
①
亭

　
げ
①
凶
け
①
昌
一
Q
◎
O
O
I
H
㊤
ら
切
．
　
ω
9
0
げ
什
げ
Φ
ヨ
9
口
ω
O
げ
O
ω
一
口
く
①
昌
け
餌
円
。
u
ご
①
P
賊
σ
．

　
＜
O
ロ
園
＝
α
O
一
h
国
ご
餌
鋤
O
評
F
国
搾
曽
ω
け
⊆
昌
り
b
①
「
●
（
ω
O
げ
臥
津
①
口
同
①
一
げ
①
匙
Φ
ω

　
い
餌
昌
α
Φ
ω
胃
。
旧
く
ω
b
u
臼
嵩
F
口
屋
o
q
●
＜
o
昌
口
零
①
6
D
o
げ
9
Ω
O
①
お
切
9
一
H

　
N
⊆
σ
q
寄
け
げ
田
昌
N
①
守
①
a
津
。
耳
一
凶
。
げ
⊆
旨
o
q
Φ
⇒
α
Φ
ω
　
じ
d
鑓
づ
α
①
昌
ぴ
⊆
同
α
q
聴

　
ω
o
げ
Φ
昌
い
鋤
づ
瓢
Φ
ω
げ
蝉
⊆
讐
胃
〇
旧
く
ω
．
出
諺
σ
q
・
＜
o
づ
三
訂
霧
Z
①
律
ヨ
。
昌
員

　
b
σ
仙
］
＜
）
”
目
簿
づ
匹
①
o
o
霞
。
旧
く
b
d
①
二
ぎ
w
切
Φ
＝
厳
b
。
8
メ
い
＝
F
一
〇
〇
◎
Q
◎
ω
こ

　
8
0
0
。
（
］
≦
ω
）
・

　
　
な
お
、
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
、
全
般
的
に
、
プ
リ
ッ
ケ
氏
の

書
評
の
他
、
本
書
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ス
・
ナ
イ
ト
マ
ン
（
内
冨
二
ω

　
Z
①
詳
目
窪
づ
）
氏
と
ウ
ー
ヴ
ェ
・
シ
ャ
ー
パ
ー
（
d
≦
Φ
ω
o
げ
碧
9
）

　
氏
に
よ
る
「
ま
え
が
き
（
＜
o
『
≦
o
詳
）
」
並
び
に
ク
ナ
ー
ク
氏
に
よ

　
る
「
序
（
田
巳
①
騨
巷
ひ
q
）
」
を
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ

　
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
2
）
　
ベ
ル
リ
ン
散
言
視
庁
文
書
が
有
す
る
高
い
史
料
的
価
値
を
い
ち
早

　
く
見
出
し
、
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
ベ
ル
リ
ン
政
治
警
察
文
書
に
依

拠
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
期
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
を
新
た
に
開
拓
し
た

研
究
が
、
閏
ユ
。
吋
ρ
】
）
一
Φ
け
Φ
5
b
d
一
ω
旨
⇔
『
o
犀
ω
℃
鼠
8
鼠
鋤
昌
①
唇
】
）
δ
切
Φ
H
－

　
嵩
昌
鶏
O
o
洋
凶
ω
o
げ
①
℃
o
目
N
①
一
一
ヨ
閤
鋤
8
冨
α
q
①
σ
q
①
昌
島
Φ
画
Φ
暮
Q
D
o
『
Φ

　
〉
吾
①
津
臼
げ
Φ
≦
①
ゆ
q
⊆
づ
ゆ
q
（
H
。
。
刈
H
－
一
。
。
Φ
。
。
）
矯
し
U
Φ
島
昌
一
Φ
①
N
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
う
し
た
史
料
的
価
値
を
有
す
る
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
文
書
の
史

料
の
一
部
は
、
既
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
も
、
ベ
ル
リ
ン
警

視
庁
所
属
の
ベ
ル
リ
ン
政
治
警
察
の
い
わ
ゆ
る
年
次
概
況
報
告
書
が
、

　
本
書
の
編
纂
者
の
一
人
で
あ
る
ク
ナ
ー
ク
氏
と
ブ
リ
ッ
ケ
氏
に
よ
っ

　
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
〈
o
q
一
’
U
O
評
¢
巨
①
耳
①
四
二
ω
ひ
q
①
げ
巴
ヨ
Φ
づ
〉
学

　
o
匡
く
①
旨
・
d
び
Φ
「
獣
O
ぼ
Φ
づ
血
Φ
『
切
①
ユ
ぎ
2
燭
。
嵩
菖
ω
o
ゴ
①
口
℃
O
＝
N
Φ
凶
口
び
Φ
門

　
臼
①
巴
茜
①
日
①
ぎ
①
い
自
。
α
q
Φ
血
Φ
『
ω
O
N
圃
p
。
匡
①
ヨ
。
閃
鑓
戯
ω
o
げ
①
昌
⊆
口
山
9
づ
母
－

　
〇
三
ω
菖
ω
o
げ
Φ
口
b
d
①
芝
Φ
o
q
二
昌
α
q
H
O
◎
『
○
◎
山
日
ω
・
　
↓
①
躍
口
浮
同
0
8
1
μ
O
お
。

　
b
d
①
舘
び
Φ
律
9
＜
o
づ
U
δ
叶
興
切
ユ
O
犀
①
偉
昌
創
菊
⊆
Q
o
一
h
閑
づ
餌
①
o
ぎ
切
Φ
ユ
ヨ

N
O
O
軽
・
な
お
、
こ
の
史
料
集
に
つ
い
て
は
、
評
者
に
よ
る
書
評
が
あ

　
る
。
熊
野
直
樹
「
書
評
U
o
ざ
B
①
耳
Φ
餌
⊆
ω
ゆ
q
Φ
げ
Φ
ざ
窪
〉
「
o
ぼ
く
魯
・

　
d
σ
興
ω
8
ぼ
Φ
⇒
住
臼
切
①
ユ
ぎ
①
『
0
9
三
ω
o
げ
①
昌
℃
o
＝
N
血
葺
σ
臼
旺
Φ
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鋤
＝
砂
q
Φ
日
傘
昌
Φ
い
餌
ぴ
q
①
α
①
同
ω
O
N
凶
曽
一
蓋
Φ
ヨ
O
評
『
9
0
鉱
9
0
0
プ
①
口
＝
口
α
畠
山
9
『
O
『
一
ω
－

　
菖
る
o
O
げ
①
昌
b
ご
①
≦
δ
伽
q
二
目
α
q
H
Q
◎
『
◎
◎
一
丁
目
H
ω
・
　
↓
①
凶
一
篇
一
…
H
㊤
O
①
1
μ
り
目
ρ
び
①
m
『
－

　
び
①
詳
①
叶
く
O
昌
U
一
①
け
①
「
司
ユ
O
閑
Φ
⊆
5
血
菊
⊆
血
O
鳳
｝
（
口
鋤
帥
O
犀
”
b
u
①
『
＝
旨

　
切
毫
く
．
切
①
匹
闘
旨
①
同
ぐ
く
一
ω
の
①
昌
ω
O
げ
O
h
叶
ω
・
＜
①
二
9
9
Q
讐
b
o
O
O
ド
×
＜
H
H
一
刈
Q
o
O
ω
」

　
『
西
洋
史
学
論
集
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
五
年
、
八
七
～
九
一
頁
。

（
4
）
鼻
く
・
b
U
居
。
。
窪
き
ω
－
門
Φ
×
凶
評
8
ぎ
N
O
田
巳
Φ
P
詔
＆
に
一

　
℃
9
ω
－
O
⊆
斜
言
口
O
O
ゴ
Φ
コ
一
㊤
○
O
P
ω
・
ド
㊤
ω
・

（
5
）
　
ク
ナ
ー
ク
氏
が
参
照
し
た
『
ド
ゥ
ー
デ
ン
』
は
、
一
九
九
六
年

版
で
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
版
に
お
い
て
は
、
政
治
の
定
義
は
若
干

変
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
特
に
「
態
度
（
ノ
N
①
憎
げ
9
一
け
Φ
冨
）
」
と
い

う
言
説
が
「
行
為
（
＝
p
嵩
α
①
ぎ
）
」
と
い
う
言
説
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
＜
σ
q
一
」
）
＝
α
Φ
P
U
9
ω
α
q
『
O
ゆ
①
娼
く
α
目
け
Φ
戦
げ
⊆
O
げ
α
①
噌
血
①
二
叶
ω
O
ず
⑦
昌
ω
b
『
9
－

　
O
ず
O
　
一
ロ
　
N
①
げ
昌
　
一
W
麟
昌
匹
①
戸
　
も
ゆ
ご
　
＜
α
＝
一
〇
q
　
昌
①
⊆
　
び
①
鋤
H
げ
Φ
津
①
け
①
　
ロ
ロ
α

　
Φ
同
≦
①
津
①
門
鹸
Φ
＞
r
賃
自
餌
σ
q
Φ
．
＝
Φ
『
翁
〇
二
ω
α
q
①
α
q
Φ
σ
Φ
昌
く
O
b
9
≦
凶
ω
ω
①
づ
ω
O
ゴ
蝉
津
一
一
－

　
O
げ
Φ
昌
幻
鋤
け
住
Φ
同
∪
＝
自
Φ
⇒
『
Φ
α
餌
評
菖
O
P
b
u
g
S
℃
①
評
け
・
ω
O
げ
抄
竃
蝉
コ
昌
－

　
げ
Φ
一
ヨ
＼
い
①
σ
N
貫
＼
棄
電
コ
＼
N
9
ユ
O
げ
H
O
㊤
P
ω
b
り
切
㊤
．

（
6
）
　
ク
ナ
ー
ク
氏
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
立
中
央
文
書
館
に
お

　
い
て
、
数
々
の
文
書
の
分
類
整
理
や
史
料
編
纂
に
携
わ
り
、
多
く
の

史
料
目
録
を
作
成
し
て
い
る
。
特
に
ド
イ
ツ
近
現
代
政
治
史
研
究
に

と
っ
て
重
要
な
史
料
目
録
は
、
ω
づ
Φ
N
凶
巴
ぎ
く
Φ
暮
霞
α
①
ω
ω
け
帥
彗
ω
霞
－

　
O
げ
一
く
ω
℃
O
け
ω
ユ
帥
【
口
N
⊆
同
O
①
ω
O
げ
ざ
げ
け
O
山
Φ
『
び
9
円
α
q
①
二
一
〇
げ
①
5
℃
曽
詳
①
凶
①
ロ

　
⊆
昌
亀
ノ
N
①
㌧
げ
蝉
口
α
①
一
嶺
】
ワ
①
口
け
ω
O
ず
一
鋤
昌
塵
び
凶
ω
一
〇
蔭
q
’
　
b
d
①
餌
『
げ
O
一
け
①
け
く
O
昌

　
幻
⊆
傷
○
開
内
旨
鎚
。
言
℃
9
ω
α
餌
ヨ
一
㊤
①
『
で
あ
る
。

【
附
記
】
　
本
稿
受
理
後
、
プ
リ
ッ
ケ
氏
の
書
評
（
註
（
1
）
参
照
）
は
、
若

　
　
　
　
干
修
正
さ
れ
て
、
N
①
冨
。
鐸
洋
h
9
3
戦
○
Φ
ω
o
巨
。
洋
ω
三
。
。
。
。
Φ
口
ω
o
ゲ
昧
戸

　
　
　
　
一
ぴ
q
●
零
（
N
O
O
㊤
）
℃
ψ
ω
謡
山
お
に
掲
載
さ
れ
た
。

135　（76－1・2－135）
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